
要約

情報通信技術で高齢者を見守る

スマートフォンやクラウドコンピューティングなどの情報通信技術を活
用して高齢者を見守るシステムを開発しました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真３ 商品化されたシステム
（元気スイッチ３６５）

写真２ 集合住宅高齢者生活支援システム

写真１ 次世代型福祉安心システム

青森県では全国を上回るペースで高齢化が進ん
でおり、一人暮らしの高齢者の孤独死などが大き
な社会問題となっています。そこで、スマート
フォンやクラウドコンピューティングなどの情報
通信技術を活用して高齢者を見守るシステムの開
発に取り組みました。

・市販されているタブレットやスマートフォンに
専用のプログラムを書き込んで、緊急通報、安
否確認、ビデオ通話ができる次世代型福祉安心
システムを開発しました。

・専用の通信回線が不要となる電力線通信を用い
て、高齢者が操作しやすく低価格な集合住宅向
けの高齢者見守りシステムを開発しました。

開発したソースプログラムを公開していますの
で、タブレットやスマートフォンを活用した独自
の高齢者見守りシステムを開発できます。

・商品化：「元気スイッチ365」（㈱ワールドコミュニケーションズ、青森市）、「レッツBuy 
あおもり新商品」として認定（写真３）。

・独居世帯数（青森県内）の増加（平成17年 41,801世帯（19.2%）⇒平成22年50,537
世帯（21.6%））により、高齢者対策としての需要拡大が見込まれます。

・特許出願：転倒検出装置、転倒検出ユニット、転倒検出システムおよび転倒検出方法（特
開2013-003815号）等関連特許4件出願。
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要約

青森の機能性素材でつくる美容と健康

サケ鼻軟骨から抽出した青森県発の機能性素材であるプロテオグリカン
や県農水産物を配合した化粧品と健康食品の開発を支援しました。

・プロテオグリカン関連製品出荷額は２４億円（Ｈ２５）と見込まれており、市場は拡大し
ています。県内においても、２５社以上から７０を超える商品が販売されています。

・特許出願：皮膚酸化的ストレス抑制剤（特願2013-184478）、マトリックスメタロプ
ロテアーゼ１産生抑制剤（特願2013-200614）。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ プロテオグリカン配合商品

写真２ オオヤマザクラエキス配合石鹸商品
「桜せっけん」

健康食品化粧品
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弘前大学と（株）角弘に
より開発された青森県発美
容健康機能性素材であるサ
ケ鼻軟骨由来プロテオグリ
カンを配合した化粧品や健
康食品の商品化を促進する
ことを目的に研究開発を支
援しました。また、県農水
産物の美容機能性や化粧品
素材化を検討しました。

・プロテオグリカンを配合した化粧品や健康
食品の試作試験及び含有量の分析を行い、
商品化を支援しました。

・岩木山麓のオオヤマザクラ実抽出エキスに、
酸化的ストレスによる細胞傷害を緩和する
効果を見出し、化粧石鹸を商品化しました。

プロテオグリカンや県農水産物を用いて、
差別化が図られた青森地域ブランドとして、
より付加価値の高い化粧品や健康食品の開発
を支援しています。
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